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① 簡単な私の略歴の紹介  
② ②題目「パターナリズムとケア」についての話 
        ③熊本大学法学部を去るに当たっての若干の感想めいた話 
 Ⅱ 私の大変私的な略歴 










 Ⅲ 私の研究経歴 











Gerald Dworkin（米哲学・倫理学者）の Paternalism（in Wasserstrom ed. Morality 























paternal ということばの使用は古くから。（ミルの『自由論』1857 にも paternal govern 



































































   ・自律の尊重とは、個人の尊重の「実質」（自分らしい自分として生きることの尊重） 
 
２．ケアの議論 
（１） ケアの議論の興隆  
特に１９８０年代から、正義〈自律した平等な個人の利害の衝突・権利保全のための公
正・公平な枠組み〉への批判・懐疑の議論興隆。（一つの大きな契機となったのは、ギリガ
ンの書物。）care／justice debate と呼ばれる。80 年代以降膨大な文献あり。→資料４ 
（２）正義の議論の一般的理解〈学問上の整理〉 













   応報としての正義（「目には目を、歯には歯を」、ハムラビ法典の「同害報復」） 
   互酬的正義（受けた恩恵にふさわしく報いる。未開社会にもあり（マリノウスキー）。 
   帰属原理としての正義（「各人に彼のものを（帰属させようとする常住不断の意思）」 


























徳上の問題についての別の（＝女性の）「語り方」mode of describing, 「思考様式」 mode 




















（P.Allmark,Can there be an ethics of care?）は、Ａ．ブラッドショーとの論争の中で展
開されたものだが、後述の日常の言語の多義性、学問上の概念規定に関わる論点を含んで






































































































資料４Annette C.Baier、Claudia Card、Joan TrontoAlison M. Jaggar、Sara Ruddick、
Virginia Held らが論陣を張り、これらの人々の主張は、その後ヘルドによって､『正義とケア』 
Justice and Care と題する書物（Virginia Held ed.;Justice and Care,Essentail Readings in 
Feminist Ethics,Westview Press,1995）の中に集められている｡ その後も、Grace Clement; 
Care,Autonomy,and,Justice－Feminism and the Ethics of Care, Westview Press, 1996、
Robin West; Caring for Justice, New York University Press, 1997、及び Nel Noddings, 
Justice and Caring: The Search for Common Ground in Education. Teachers College, 
Columbia University,1999 等が出版され、２０００年代に入っても多様な領域でこのテーマに
関する文献は、枚挙に遑がないほどである。特にケア・ケアリングと制度・政策との関わりと
いう私の関心からは、ノディングズの Starting at Home-Caring and Social Policy,University 





















はないでしょうか。」C.Gilligan； In a Different Voice: Psychological Theory and Women’s Development 



































分に類似していることはめったにない。」Noddings, op.cit. p.5. 
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